
紙媒体テキストにおけるデジタル拡張機能の開発

英語授業を活性化する仕組みと仕掛け作り

奥 田 裕 司＊

１．背景

近年の ICTの急速な発展に伴い、大学における英語学習環境においても、PC

や携帯電話端末・タブレット端末を利用した e−learningによる授業や授業外

学習等、学ぶ場や学ぶ方法の選択肢は非常に増えている。教科書のデジタル化

が進んでいる隣国の韓国は勿論、現在多くの学校で進められている実証実験結

果や教育に関する法整備次第では、日本でも今後１０年前後で紙媒体の教科書

がデジタルコンテンツにアクセス可能なタブレット端末に置き換わるかもしれ

ないとまで言われている（中村・石戸，２０１０）。

しかしながら、e−learningがこれだけ発展してきたにもかかわらず、授業中

に教師の口から「今の問題できていた人？」「できていたかどうか分からない

ので、できていた人はちゃんと手を上げてください。」というような発話が未

だになされていないだろうか。この様な場合、学習者に解答させた問題のクラ

ス内正解率が授業中即座に分からないので、教師は難しかったと思われる箇所

を経験と勘で予想して解説を行うしかない。しかし、もしかすると実際はクラ

ス内正解率の高かった問題の解説に時間をかけているかもしれないし、クラス

内正解率の低かった問題の解説を軽く流してしまっているかもしれない。教師
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には、「本当にできていたのか？」という不安が授業中常に付きまとい、学習

者には「正解していたのに解説が長い」「不正解であったのに解説が短い・無

い」という不満が募り、授業内環境に停滞ムードが漂うことになってしまう。

つまり現在の e−learning教材は、学期や学年あるいはレッスン毎の成績管理

のような「授業後」や自学自習を含めた「学習全体」を管理する効果・効率的

なシステム・デザインは十分過ぎる程なされていながら、教育にとって本来最

も大切な「授業そのもの」の手助けとなり、授業を活性化していく様にデザイ

ンされた教材システムは十分に考えられてきたとは言えないのである。松河

（２０１０）は、「情報技術を教材に取り入れることは、教材の表現の幅を広げ、教

材の効果を高めることにつながるかもしれない。しかし、そのためには、教材

が学習の目標や学習者の状態、教材の利用場面などに即した形で設計されてい

ることが必要である。」と述べている。

教育の場に ICTを導入した学習環境が整ってきているとは言え（平成２４年

度文部科学白書）、現在大学で行われている英語授業は語学出版社から出版さ

れる紙媒体の英語テキストを使用し普通教室で行われるという形態が大半を占

めるのが現実的な状況である。その理由として、大学における通信インフラの

状況や CALL教室割当確保の難しさという点がまず挙げられる。先進的なデジ

タル英語学習環境で授業を進めていきたいという教員の積極的な願いが必ずし

も叶わないという側面である。もう一方で、９０分の授業中に紙媒体のテキス

トを一切使用せず、フルデジタルの教材を全て PC上で学習させるという学習

環境に違和感を覚え、教師が存在する必要性を余り感じさせないフルデジタル

化された授業に身を置きたくないという理由も確実に多く存在している。フル

デジタル化された学習環境下においては、教師と学習者が、授業という決めら

れた時間に、教室という一箇所に集まって学習を進める必然性をどうしても授

業中に感じることができないという側面である。近年、従来の紙媒体テキスト

が中心であった授業内環境に急速にデジタル環境が加わってきたことによっ
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て、現在の英語教育において授業内環境を主に構成していると言える「教師」

「学習者」「紙媒体テキスト」「デジタル学習環境」の四者がバランスを上手く

保てていないケースが出てきていると言えよう。中村・石戸（２０１０）は、「情

報端末、ブロードバンド、そしてデジタル教科書が整備されたとしても、より

重要なのは、どのような授業、どのような学習を行うかだ。これまでのアナロ

グ教育をデジタルに置き換え、学力の向上につなげるのは当然のこと。わかり

やすく楽しい授業を開発することが求められる。」と述べている。

そこで、「教師」「学習者」「紙媒体テキスト」「デジタル学習環境」の四者共

が、授業という同じ学習の場に集まる必要性を感じる調和のとれた授業内環境

を構築することによって授業そのものを活性化していくことを目指し、紙媒体

テキストにデジタル拡張機能の付加を可能にする CheckLink（註１）というシステ

ムの開発を進めるに至った。従来の紙媒体テキストはそのままで、問題部分の

みをシンプルにデジタル拡張し、PC端末・携帯電話端末・タブレット端末を

通してインターネット上で解答し、授業中即座に教師・学習者が解答結果の

フィードバックを共有しながら授業進行が可能になるようシステム・デザイン

を行った。これまで紙媒体テキストで上手く行なわれてきた授業進行スタイル

を一切変えることなく、問題解答部分のみにシンプルなデジタル環境を付加す

ることによって、紙媒体テキストでありながらデジタル学習環境のメリットも

享受できるようにし、携帯電話端末さえあれば普通教室での授業進行にも対応

するよう開発を行った。

２．授業内環境バランスの調整とCheckLink 研究開発の動機

現在の大学における英語授業内環境は一般的に次の三つのパターンに集約さ

れると考えられる。（１）普通教室で、紙媒体テキストを使用し、CDラジカセ

や教室備え付けの AV機器を利用する、（２）デジタル学習環境（CALLや PC

教室）で、紙媒体テキストを使用する、（３）デジタル学習環境（CALLや PC
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教室）で、web教材を使用し紙媒体テキストは使用しない。すなわち、現在の

大学における英語授業内環境は、先述の通り「学習者」「教師」「紙媒体テキス

ト」「デジタル学習環境」という四者における授業中の役割の割合で、授業ス

タイルが決まるといって良いであろう。

CheckLinkは授業中に使用され、「学習者」「教師」「紙媒体テキスト」「デジ

タル学習環境」の役割をバランスのとれたものに調整し授業そのものを活性化

していくために開発されたシステムである。従って、本研究開発の全容を論ず

るにあたり、本研究者が CheckLinkシステムを発案し、後にテキスト出版社・

システム開発会社と共に共同開発をするに至った動機を授業内環境のバランス

調整と関連付けて述べていく。

２－１．紙媒体テキストのみの授業内環境

近年、大学における英語授業では TOEICのテキストを採用した授業が増加

し定着している。TOEIC対策に特化した授業ではなく普通の英語授業におい

ても、リスニング・グラマー・リーディングと総合的かつ効果的に学習できる

テキストとして人気が高い。本研究者も数年前から TOEIC対策用テキストを

使用し、いくつかの授業を行なっていた。TOEIC対策用に限らず、英語のテ

キスト、特に大学のテキストでは、本文の内容理解を確認する問題や文法問題

など、問題数が中学・高校のテキストと比べ格段に多い。TOEIC対策用のテ

キストに至ってはそのほとんどが練習問題である。当初、本研究者はこの

TOEIC対策用のテキストを使用し普通教室で CDラジカセを用いて授業を行

なっていたが、問題を解答させた後で、正解したかどうかを学習者に尋ねても

反応が非常に希薄であるため、どれ位の学習者が当該問題に対して正解したの

かが把握できないという状態であった。クラス内での正解率が把握できないの

で、教師の側としても長年の勘から正解率を予想し、難しかったと思われるポ

イントで解説を行なっている状態であった。しかしこれでは、クラス内で高正
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解率であった問題の解説に時間をかけてしまっていたかもしれないし、長年の

勘で大丈夫であろうと思っていた問題が実際には低正解率であったにもかかわ

らず、解説を軽く流していたかもしれない。加えて、学習者は基本的に紙媒体

テキストの正解部分に丸印を付けて解答するだけであるので、教師としては本

当にきちんと解答されているのか自体も定かではなく、学習者の授業への参加

度が非常に希薄に感じられることも多い。教師には「本当にできていたのか」

という不安が授業中常につきまとい、学習者は教師の的を得ていない解説に不

信感を覚える。この様な場合、とても授業内環境が良いとは言えない状態で授

業が進行しているといっても良いであろう。

「紙媒体テキストのみの授業内環境」を、「学習者」「教師」「紙媒体テキス

ト」「デジタル学習環境」の役割バランスで図示すれば下記のように表される

（図１）。

図１ 紙媒体テキストのみの授業内環境
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２－２．デジタル学習環境を付加した授業内環境

「紙媒体テキストのみの授業内環境」で最大の問題点であった「授業中にク

ラス内正解率が分からない」という点を改善するために、本研究者は Google

フォーム（註２）、市販の問題作成ソフトウェア等を使用して、テキストの問題番

号と解答を授業前に入力・準備し、学習者に web上で解答させ即座にクラス

内正解率を把握できるような授業を展開した。研究者によってはMoodle（註３）を

使用するケースも多い（小寺，２００８）。従って授業は普通教室で行うことはで

きず、CALL教室や PC教室を使用しての授業環境となる。このスタイルで授

業を進行していった結果、教師側に解答状況が授業中すぐに分かるため、学習

者は授業中に解答せざるを得なくなり、紙媒体のテキスト使用時とは異なり解

答そのものを怠る学習者はほとんどいなくなった。学習者は「解答をする」と

いう行為を行った以上は必然的に正解や解説に対しても積極的な関心を示すよ

うになり、授業への参加度が格段に上がった。教師も解答後のクラス内正解率

や間違って選択された錯乱肢はどれかといった情報をすぐに web上で把握で

きるので、解説がより的確になり自信を持って授業進行することで、授業中の

クラスを効果的にコントロールできるようになった。「クラス全員に授業中確

実に解答させる」というたった一つの仕組み作りで、クラス内で全員が解答し

たという共通参加意識が生まれ、授業内環境が非常に活性化されたと感じた。

しかしながら、テキストが変わる半期毎や毎回の授業前に、問題番号や解答

のインプットを教師が自分で行うというのは大変な作業であり、日々忙しい学

内業務がある中で、それを確実にこなしていくのは教師にとってはかなりの負

担である。加えて、教師の自作であるのでシステムが不安定であったり、どう

しても機能が限定されてしまう。ICTに詳しい教師であれば自転車操業の状態

でもこの様な授業スタイルを何とか維持していけるかもしれないが、教師全員

がこのようなシステムを簡単に扱えるとはとても言えない。従って、この様に

教師がある程度自前で ICT学習環境を整えるという授業スタイルを継続・普
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及させて行くことは大変に難しいと言えよう。

「学習者」「教師」「紙媒体テキスト」「デジタル学習環境」の役割バランス

で図示すれば下記のように表される（図２）。

図２ デジタル学習環境を付加した授業内環境

２－３．紙媒体テキストを使用しないデジタル学習環境のみの授業内環境

本研究者は、教師が自前で ICT環境を整えるという前述の様な授業スタイ

ルがメインであったが、年度によっては紙媒体テキストを一切使用せず

e−learning教材のみで進めていくという授業の担当となることもあった。この

形態の授業では、多くのクラスで均一化された良質な教育の提供を図るため、

担当となった教員は授業の方法や進度、評価の仕方を統一して行う仕組みに

なっている。当該授業で使用される統一の e−learning教材は、問題の作り込

みや正解の自動表示、解説自体も非常によくできているため、学習者は授業中

にそれぞれのペースで学習を進め、教師は特に自分で授業を進めること無く
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個々の学習者の学習進度に対する指導・支援を行ういわゆるメンターやチュー

ターと呼ばれる役どころを授業中に演じることになる。近年大学においても良

質でバラつきのない教育の提供が求められる中、良くも悪くも教え方に教師の

力量が反映されることが無いこの種の授業形態は増えてきているのではないだ

ろうか。e−learning教材の細かく段階を踏んだコースウェアの完成度も非常に

高く、web上での学習管理も非常に行いやすいので、通常の授業で行われるよ

うな教師が学期や授業前に授業準備をしたり学期中に小テストを作成・実施し

形成的評価を行ないながら授業の方向性を調整していく等の負担はかなり軽減

されるようになったと感じた。教材自体、文字・音声・動画を伴ったマルチメ

ディア e−learning教材で非常に良くできており、元々自動的に進めておきさ

えすれば英語力が身につくようにきめ細かく学習デザインされているので、学

習効率・効果も極めて高いのではないかと感じた。紙媒体テキストを使用しな

い自学自習型フルデジタル e−learning教材を用いた授業スタイルで学習者の

英語力が伸びたという結果報告も多くされている。

しかしながら、この形態で授業を進めていると、学習全体における管理を行

うメンターやチューターという役割を演じてはいるものの、授業中における教

師の役割が非常に小さく存在感が薄いと次第に感じ始めるようになった。授業

を進めていく内に、「授業という同じ場」に「皆が同時に集まる」という必要

性を感じられなくなってくるのである。初めの内は、この形態の授業に新鮮さ

を感じている学習者も、毎回授業を重ねていく内に同じ様な事を感じるように

なってくる。次第に、「自分できちんと進めるので、授業には出て来なくて良

いですか」と、ある意味正論を述べる学習者も出てくるようになる。「いつで

もどこでも学習可能な」点が最大の長所であり、そのようなシステム・デザイ

ンで完璧に作成されている e−learning教材が授業の主役になってしまってい

るので、「授業という同じ場に、皆が同時に集まって」授業が行われることに、

教師・学習者の誰もが少なからず矛盾を感じるようになってしまっているので
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ある。これは決して教材の批判をしているわけではなく、特に近年の e−learning

教材自体は毎年のように改良を重ね、ソフトウェア単体としてはまさに完璧な

学習教材に近づいていると感じることも多い。しかし、そもそも e−learning

教材自体が、誰の助けも借りずその教材単体だけで学習を進めていけるような

完全なコースウェアになることを目指してデザイン・開発されているのであっ

て、「授業中に教師がそれを利用して学習を進めていくように」デザインされ

作られているわけではないのである。今後、授業進行の中でも教師が使用でき

るようにシステム・デザインされた e−learning教材が登場すれば一つの理想

的な形になるのかもしれないが、e−learning教材作成会社にとっては、企業内

研修用等の自学自習で用いられる企業向け販売やインターネット利用での個人

向け販売も当然視野に入っているので、自学自習使用と授業使用という二つの

システム・デザインで教材をデザイン・開発し販売しなければならない。そう

なれば現行の価格を大幅に上げて販売しないとコストに見合わないということ

になり、授業進行の中で教師が使用するように特化しデザインされた

e−learning教材の登場は現実的には難しいと思われる。

更に、この種の e−learning教材は、文字・音声・動画を伴うマルチメディ

ア教材である場合が多いので、その場合は必ず PC・CALL教室を確保するこ

とが授業の大前提となる。数年前に比べ、大学において CALL教室が一般的に

なり、教室数が増えてきたとは言えるが、次年度の授業に向けた年末の PC・

CALL教室の希望申請時には、希望教員は教室の確保ができるのかいつも不安

な状態になる。既にシラバスには e−learning教材を前提にした授業進行を記

載しているので、もしも後になって教室確保ができないと判明した場合には、

シラバス自体と教材の変更をせざるを得ないという難しい状況がマルチメディ

ア e−learning教材には常に付きまとうことになる。少なくとも現段階におい

ては、紙媒体テキストを伴わない自学自習も可能なマルチメディア e−learning

教材自体の完成度が高ければ高い程、学校での授業内環境に不安定さをもたら
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すというジレンマを抱えることになるのである。

「学習者」「教師」「紙媒体テキスト」「デジタル学習環境」の役割バランス

で図示すれば下記のように表される（図３）。

図３ 紙媒体テキストを使用しないデジタル学習環境のみの授業内環境

２－４．CheckLink システムの考案

上記三つの授業内環境、「紙媒体テキストのみの授業内環境」「デジタル学習

環境を付加した授業内環境」「紙媒体テキストを使用しないデジタル学習環境

のみの授業内環境」いずれもが、それぞれの長所をきちんと持ちながらも同時

に欠点も抱えているために、少なくとも現段階では授業内環境のバランスが良

いとは必ずしも言えない状態である。そこで、授業内環境の構成要素である「学

習者」「教師」「紙媒体テキスト」「デジタル学習環境」の四者共が、授業とい

う同じ場で、それぞれの役割を同時に過不足なく満たすことによって授業その
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ものが活性化されるバランスのとれた授業内環境を構築可能なシステムができ

ないかという考えに至るようになった。実際の開発においては、四者において

以下の点を考慮しシステム・デザインを行った。

学習者： やる気を持って解答でき、積極的に授業参加できる。

教 師： 授業中の学習状態をリアルタイムに把握し、その情報を元に生き生

きと的確な解説や指導ができ、授業をコントロールできる。

紙媒体テキスト： 従来の価格・内容構成等をデジタル学習環境仕様に大幅に

変更すること無く、授業進行の中でこれまで使用されていた通りのス

タイルを維持できる。図４「CheckLinkシステムを付加した紙媒体テ

キストの一例」に見られる CheckLinkマークの様に（図中では分か

りやすく四角で囲っている）、従来のテキストは何ら変えることなく

そのままに、音声を聴くことができる CDマーク等同様、「この問題

はインターネット上の CheckLinkシステムで解答することができま

す」という一つのシンプルなサービス機能としてマークを付加してい

るだけなので、これまで授業に ICTを利用してこなかった教師にも

違和感を感じさせることがない。

デジタル学習環境： 一過性ではなく多く・広く・長く使用されるよう、シン

プルな汎用性を維持し、場所や教材を選ばず、授業中に学習者・教師・

紙媒体テキストの三者にデジタル学習環境のメリットを「補助的な役

割として」持続的に与えることができる。
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図４ CheckLink システムを付加した紙媒体テキストの一例（註４）

「学習者」「教師」「紙媒体テキスト」「デジタル学習環境」の役割バランス

で図示すれば下記のように表される（図５）。
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図５ 四者それぞれが役割の必要性を感じるバランスのとれた授業内環境

３．授業内環境バランスを整え授業を活性化する仕組みと仕掛け作り

本システム開発の最大の目標は、「学習者」「教師」「紙媒体テキスト」「デジ

タル学習環境」の四者が授業内でどれも突出すること無くバランス良く成りた

ち、それぞれが役割を発揮することによって授業内環境が良くなり、授業その

ものが活性化されていくことにある。本研究開発では、そのために従来には無

い様々な調整や仕組み・仕掛け作りを行なっている。以下に、工夫の意図を示

しながらその特徴を挙げていく。

３－１．「解答する」ことから好循環を生むシステム・デザイン

一言に「解答する」と言っても、学習者は「授業だから何となく」「当てら

れるかもしれないので」「試験勉強のために」という消極的な姿勢かもしれな
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い。そもそも先述した通り、紙媒体のテキストを使用した授業では解答したか

どうか誰にも分からないので解答などしていないという学習者も少なからずい

るであろう。CheckLinkシステムの開発にあたり、まずこの「解答する」とい

う、授業が成り立っていく前提となる一見当たり前の行為を、「積極的に確実

に解答する」という姿勢に変えていく様にシステム・デザインを心がけた。

CheckLinkシステムを利用すれば、学習者が解答したかどうかを教師が PCだ

けでなく手持ちのタブレット端末やスマートフォン端末でも授業中リアルタイ

ムに確認することができるよう、LMS（Learning Management System）閲覧

可能端末の幅を広げた（図６－１、６－２）。未解答の学習者の名前も教師が即座

に認識し指摘できるようにしているので、学習者は確実に解答をするようにな

る。

図６－１ 教師による解答情報の把握画面例１
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図６－２ 教師による解答情報の把握画面例２

３－２．授業内環境バランスを考慮した正解表示設定

従来の e−learning教材では、正解・不正解の結果や正答を学習者に対して

自動的に示し、その解説まで丁寧にしてくれるため、自学自習ではなく授業で

の使用においては、教師にとってある意味「親切過ぎる」とも言える教材がほ

とんどである。しかしこれでは、授業中における教師の役割が非常に小さくなっ

てしまい、授業という同じ時間と空間を共有している「教師と学習者」の役割

バランスが良い授業内環境とは言えない。そこで、CheckLinkのデフォルト設

定では、学習者側の画面には正解不正解の結果や正答の表示も出て来ないよう

設計した。つまり CheckLinkでは、学習者が行うのはインターネット上で解

答をするという行為のみで、自分の解答が果たして正解だったのか不正解だっ

たのか、あるいは正答はどれなのか、教師の口からそれが出てくるのを待って

いるという授業内環境を敢えて作り出すようにした（図７）。実際に CheckLink

システムを検証した授業では、学習者は教師の発言に積極的に耳を傾けるよう

になり、教師が正解を言うと、その発言に一喜一憂するようになり、さらには、
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なぜ答えがそうだったのか、教師の解説も真剣に聞くようになった。これは、

学習者が「自分達で確実に解答をしたが、結果が自動的には知らされないので

知りたい」という欲求から生じる自然な流れに他ならない。e−learning教材の

場合、学習者が解答をし、結果や的確な解説が自動的に e−learning教材から

知らされ理解すれば、更に教師の解説にまで耳を傾けるという学習者は多くは

いないのである。ICTの大きく急激な進歩により、e−learningでは学習者に対

して様々なサービス提供が可能になったが、技術的に全て可能であるからと

いって本来の人間（教師）の役割をも排除してしまう様なシステム・デザイン

は決して好ましいとは言えない。少なくとも授業という、生身の教師と学習者

が相対する環境内においては、最新の ICTをできるだけ取り入れた教材や仕

組みがベストであるとは言えないのである。特に教育の場においては、ICTと

人の役割分担は慎重にデザインされるべきであろう。

図７ 学習者が解答する画面（左：携帯端末、右：PC端末）
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３－３．クラス内正解率の表示

CheckLinkは、「解答する」という行為を更に「積極的に解答する」という

行為へと変えていくために、幾つかの仕組みや仕掛けを設けている。まず、「ク

ラス内正解率の表示」である。学習者が解答をした後、どの選択肢にどれだけ

の解答が集まり、クラス内の正解率がどうであったかや、どの錯乱肢にどれ位

図８ 解答結果の表示
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引っかかっていたのかも教師が即座に一目で把握できるようシステム・デザイ

ンを行った（図８）。

実際の CheckLinkを使用した授業では、教師が学習者に正解を発表する前

に、正解率が◯◯％と低く出来が悪かった事をまず告げてから正解を言うと

（例えば図８の問６は正解者９人でクラス内での正解率２５％）、正解した学習

者は非常に喜びを表した。加えて、この問６では約半数もの学習者（４７．２％）

が（B）の錯乱肢に引っかかっていたという情報を知らせることよって、学習

者の「単に間違った」という認識を「次からは同じ間違いをしない」という認

識に変えることができる。あるいは、正解率が比較的高かったのにできてい

なかった学習者は（例えば図８の問２は正解者３２人でクラス内での正解率

８８．９％）、どうして自分ができていなかったのか非常に印象に残り、教師の解

説をしっかり聞いて理解しようとしていた。更に、解答させた単位（TOEIC

であれば、各 Part毎）での「正解数別集計」も確認可能にした。例えば図８

は TOEIC Part２形式の練習問題６問を解答させた結果であるが、クラス４２

名中、６問（全問）正解が２人（５．６％）、５問が２人（５．６％）、４問が４人

（１１．１％）、３問が１４人（３８．９％）、２問が７人（１９．４％）、１問が６人（１６．７％）、

０問（全問不正解）が１人（２．８％）、未解答が６人（当日は３人欠席だったの

で出席未解答３人）という情報が教師側に即座に分かるようになっている。人

数の箇所をクリックすればそれが誰であるのかも教師側には具体的にすぐに分

かるのであるが、全問正解人数が少なかったという数値情報を知らせれば、そ

の機能を使用しなくても該当者が誰であるのか顔を見ればすぐに分かるほど非

常に喜びを表した。逆に、全問不正解が少なかったのに該当してしまった学習

者は、これまで紙媒体テキストの場合には、教員も含めそれが周りの誰にも知

られることはないし、クラス内でどれ位の学習者が自分と同じ様に全問不正解

であったのかを知る術もなかったので、全問不正解であった事実を単に自分の

中だけで受け止めていただけであったが、クラス内での自分の低い出来を初め
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て認識し次回からの正解に向けて頑張ろうという姿勢が見て取れるようになっ

た。更に、自分の出来が悪い（ということも教師に知られていると感じている）

ので授業終了後に学修相談をしに来る学生が出てくるようになったのは驚きの

効果であると思われる。クラス内での自分の正解度合いの立ち位置を授業進行

中に認識させるというのは、学習者にとって解答するモチベーションに直結す

る大切な情報となるのだということを認識させられた。太田（２０１２）は、

「e−learning学習においては他の学習者の存在も大きな役割を果たしており、

例えば、授業中に一斉画面を通じて他の学習者の学力向上を知らせることで

「成功への期待」が具体的なイメージとなり、自らの学習動機につながるとい

う効果も期待できる。他の学習者と競い合うことを通じて、互いの学びの意欲

を喚起することができるという点においても、集合学習や協調学習の利点があ

る。」と述べている。

３－４．問題自体への全国正解率（難易度）表示

Checklinkで確認できるもう一つの正解率表示は、クラス内正解率だけに留

まらず、「そのテキストを採用している全国での正解率（難易度）」表示であり、

教師・学習者共にその情報を確認することができる（例えば図８の問１の全国

正解率は４５％）。この情報に関しては、教師側では常に確認できる状態にして

いるが、学習者側への全国正解率表示は ON／OFFの設定を教師ができるよう

にした。図７左側の携帯端末による解答画面及び図右側の PC端末による解答

画面は表示 ONの状態を表している。学習者にとっては、解答時に全国正解

率が分かれば、難易度の高い問題に対しては解答へのチャレンジ精神が生まれ、

難易度の低い問題に対しては解答を間違えられないという緊張感が生まれる大

きな利点がある。しかし一方で、教師から与えられる自分達のクラス内正解率

の情報から、クラス内で解答した結果が全国平均に比べ良くない状態が余りに

続くと、クラス全体に沈滞した雰囲気が生まれ、授業内環境が悪くなってしま
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うことに繋がりかねないため、デフォルト設定では学習者に対しての全国正解

率表示は OFFにしている。クラスの様子を見ながら、解答時に全国正解率を

積極的に学習者解答画面に表示したいと教師が望む時に表示を ONに切り替

えるというシステム・デザインにした。

全国には様々な教師・学習者・学校・クラスがあり、十人十色と言われる

ように授業内環境も極めて多種多様である。CheckLink開発においては、

e−learningシステムとは本来その多種多様な授業内環境に合わせて、教師自身

が設定を調合し各クラスに適合した形で学習者に提供すべきであると考え、

様々な設定の ON／OFF切り替えを教師のさじ加減で簡単に変更できるようシ

ステム・デザインを行なった。この、教師が授業内環境に合わせて設定を大き

くコントロールできるという点は、e−learning教材システム開発者側から設定

をほぼ固定された上で販売されている従来の e−learningシステムにはない

CheckLinkシステムの大きな特徴の一つである。

更に、全国正解率の把握が可能となる大きな副次効果として、テキスト問題

作成者（著者）にとっては自らが作成した問題の出来がどうであったのかを知

ることが可能となる点があげられる。従来、大学英語テキストの作成者は、自

分達が作成した問題に対して実際の学習者の解答結果はどのようなものであっ

たのかはテキストが紙媒体である限り知る術がなく、これまでの経験と勘で問

題を作成し次々にテキストを発行していた。しかし CheckLinkのサーバーか

ら情報を得ることにより、どの錯乱肢にほとんど引っかかっていなかったとか、

どの問題で非常に高い正解率があり問題としての意味をなしていなかった等の

具体的な数値を確認できるようになり、テキストの次年度からの改定や別のテ

キスト作成時に大いに参考になるため、教材テキスト自体の洗練化を可能にす

ることができる。問題を作成する側にとってもテキストを出版する側にとって

も非常に有用な情報となり得るのである。そうやってより洗練された問題を解

くことができるようになるということは、結果的に学習者にとっても非常に利
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点が大きい。しかしながら、サーバーからどの情報を引き出すのかは、個人情

報の観点から慎重な話し合いが必要であるという点には常に十分な注意を払っ

ておきたい。

３－５．「カウントダウンタイマー」機能で解答に緊張感を与える

「積極的に解答する」ことを促すもう一つのアプローチとして、「カウント

ダウンタイマー」機能の設置がある（図９）。教師が「では解答を始めてくだ

さい」「それでは解答をやめてください」といくら口で言っても、のんびりと

した学習者は漫然と解答を始めバラバラに解答を終了してしまう。これでは、

せっかくの「解答する」という行為に緊張感を伴わないし、解答データもバラ

バラに集まり解説時に正確な正解率を学習者に伝えることができなくなる恐れ

があるため、ある程度の強制力が必要であると判断し、CheckLinkでは教師が

解答に制限時間を設定できる様にした。もちろんこの機能でも ON／OFFの切

り替えができるようにし、任意の時間設定、時間切れ時の解答不可機能も可能

にしている。カウントダウンタイマーは教師の LMS画面での表示となるので、

教師はタイマーを見ながら適宜残り時間を告げるか、PC／CALL教室であれば

中間モニタやスクリーンに赤くハイライトされたタイマーを映し出すことが可

能である。紙媒体テキストの場合、学習者はこれまで漫然とマイペースで解答

をしていたが、カウントダウンタイマーを設置することにより、残り時間を意

識しながら解答時間の調整を自ら行わなければならないため、解答時間自体に

緊張感を与えることを可能にした。
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図９ カウントダウンタイマー機能

以上述べてきたように、クラス内解答結果を授業中即座に教師が様々な角度

から確認可能になることによって、教師が授業を進めながらリアルタイムに学

習者に提供する情報が増え、学習者に様々な「積極的に解答する」仕組みや仕

掛けを設けることで、学習者が「積極的に解答する」→教師が「正解率等の

様々な情報を添えて正解を言う」→学習者が「解答結果と自分の状況を確認す

る」→教師が「正解率に応じて的確な解説をする」→学習者が「教師から発せ

られる情報を積極的に聞く」という授業内環境の好循環が生まれてくるように

なる。CheckLink開発においては、このように授業コントロールがしっかりと

できることで、クラスにも一体感が生まれ、漫然としていた普段の授業が、授

業内環境に合わせた教師の様々な機能設定コントロールに従って活性化されて

いくことを常にイメージしながらシステム・デザインを進めていった。

３－６．e-learning 初心者の教師でも扱いやすいシステム・デザイン

CheckLinkの開発にあたり、e−learningは活用してみたいものの自分の授業

では縁遠く敷居が高いものとこれまで敬遠していた教師にも使用してもらえる

ようなシステム・デザインを心がけた。例えば、e−learning教材と言えば、イ

ンターネット上での初回の登録作業が付き物である。前期や後期あるいは入学

直後の授業が始まったばかりで、学習者の顔もまだよく分からない様な時期に
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この登録作業を行わねばならず、幾人もの学習者が上手く行かずに肝心の初回

からクラスに混乱が生じるという嫌な経験をした教師も多いのではないだろう

か。一度そのような苦い経験をした教師にとって、この登録という作業は、授

業への e−learning教材導入に二の足を踏む大きな要因となっていると言える。

従って、CheckLinkの開発においては、あらゆる角度から登録トラブルに繋が

る可能性を探り検証し議論を重ね、近年のデジタルネイティブである普通の学

習者であれば、CheckLink対応テキストの巻頭に書かれている２ページ分（解

答の仕方まで含む）のマニュアル通りに進めれば、教師に一切の説明を求める

こと無く、教師が何も知らなくても、自ら数分で登録作業が終わるように様々

な工夫を凝らした。例えば、ID番号の学籍番号化（ID番号忘れの防止効果も

ある）、CheckLink登録 web画面アクセスへの QRコード導入（長い URLを

何度も間違って打ち込む必要がない）、教科書固有番号の入力（教科書に直接

貼られているシールを剥がすだけで固有番号が現れることによって番号そのも

のの紛失を防止し、教科書の不買や使い回しも不可能にしている）、PCはも

ちろん携帯電話端末からの登録も可能である等が挙げられる。それらの工夫も、

どこに工夫をこらしたのか学習者が気づかない程円滑に登録作業が行えるよう

デザインを行った。CheckLinkは、学習者側にとっては、登録した後はもう解

答をしていくだけで他の余計な機能は一切ないという非常にシンプルなシステ

ム・デザインにしているので、複雑で多機能な e−learning教材システムで起

こる様なトラブルの元がほとんど存在しない。e−learning初心者の教師でも安

心してこれまで行ってきた紙媒体テキスト利用の授業通りに進めることができ

るようデザインしている。

CheckLink開発をスタートさせるにあたり、e−learningに詳しい一部の同じ

教師たちだけが、ICTの効果を教育に取り入れて授業を行なっているという状

況では、e−learningの裾野は決して広がらないと考えた。教育の場に ICT機器

を導入する場合に、機器導入の予算自体はもちろんであるが、それを扱う教員
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への研修や教育を行わなければならないというのが教育への ICT導入の世界

的な課題となっている。ましてや機器の導入に与えられる予算が大規模になれ

ばなるほど、それに合わせて研修を大きくして行かなければならないというジ

レンマがあった。それは、これまでアナログである程度上手く行なってきた教

員の授業進行スタイルそのものを、e−learningシステムや機器の都合の方に合

わせて根本的かつ大幅に変えて行かなければならなかったからである。まずシ

ステムや機器ありきの箱物の都合に人間の方が合わせて行かなくてはならない

という考え方である。高岡（２００９）は、「eラーニングを本格的に行うために

は、どうしてもコストがかかり、それを補うために何らかの支援が必要になる。

その支援に企業営利が入ってくる時に、教育本来の目的を見失うことになって

しまいがちである。教育に携わる人は常にそのことを意識していなければなら

ない。」と述べている。CheckLinkの開発においては、これまで e−learningを

使用してこなかった教師が、授業前の大規模で難解な e−learning教材取り扱

い説明会や研修会にわざわざ何度も出席すること無く、安心して効果的に自分

の普段通りの紙媒体テキストを用いた授業スタイルにデジタル学習環境を気軽

に取り入れることを可能にすることで、結果的に多くの学習者が授業の場で

ICTの恩恵を享受できることに繋がる様なシステム・デザインを行なっていく

ことも今回の開発の大きな目標の一つであった。

３－７．シンプルで分かりやすい解答機能管理画面

CheckLinkでは、学習者の解答画面もできる限りシンプルなものにするよう

心がけたと同時に（図７）、教師が扱う解答機能管理画面も分かりやすいもの

にした（図１０）。本システムの特徴である解答時間制限や正解率表示等の様々

な機能も、デフォルトでは全て OFFに設定している。煩わしい設定は行わず

学習者の正解率さえ分かれば良いという e−learning初心者の教師の要望を先

ずは基本とし、それぞれの授業内環境の様子を見ながら機能を付加していきた

― 120―

（ 24）



いという教師が必要に応じて「設定画面」で機能を一つ一つ ONにして行け

るようにシステム・デザインを行った。学期の途中はもちろん授業の最中で

あっても、移り変わるクラス状況に応じていつでも機能設定の ON／OFF切替

を可能にしている。

図１０ 解答機能管理画面

３－８．学習管理・掲示板

CheckLinkは、学習全体を詳細に管理するのではなく、あくまでも「授業自

体を活性化する」ことに特化したシンプルなシステムであるので、近年の

e−learning教材の特徴である学習者の学習履歴をグラフ化したり、学習者に自

動的に学習進度のお知らせを送ったりといった重々しい複雑な機能は敢えて付
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けていない。しかし、ある問題に対してどの学習者が正解不正解であったのか

とか（図１１）、特定の学習者の解答状況の流れを確認するといった基本的な学

習管理は分かり易く簡単にできるようデザインしている（図１２）。従って、学

期途中の形成的評価にも十分使用可能であるし、どの問題の正解率が低かった

のかは簡単にチェックできるようにしているので、正解率の低かった問題を

ピックアップしてそのまま試験問題作成に活用することも可能である。個々の

学習者が「いつ解答をして、どの位正解している」等の学習状況も分かりやす

く確認でき情報の CSV形式ダウンロードも可能にしているので（図１１）、最

終的な成績評価の判断材料として Excelを活用することもできる。近年の

e−learning教材における学習管理機能は複雑で多岐に渡り、結局は学期を通し

図１１ 当該問題の学習者別解答結果
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図１２ 特定の学習者の解答状況の流れ

図１３ 掲示板機能

て使わずじまいであったという機能もかなり多いように感じる。教師とある程

度の頻度を持って定期的に顔を合わせるとは限らない自学自習を基本とした学

習を管理する場合には、学習者に対するインターネットを活用した様々な角度
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からの学習観察が必要であるかもしれないが、少なくとも教師が存在している

授業において使用することを前提とした e−learning教材の場合には、シンプ

ルな学習管理システムで必要十分なのではないだろうか。

その他の機能としては、教師側からの掲示板（お知らせ）機能も設置し、ク

ラス全体への連絡に加え、授業で用いた教材テキスト音声部分のスクリプト・

ファイル（Word、PDF等）や音声ファイル自体の学習者への提供も可能にし

ている（図１３）。

３－９．教室環境に左右されないシステム・デザイン

近年、多くの大学では年末から年始にかけて次年度のシラバスを提出しなく

てはならない状況になっている。シラバスの提出と前後して、CALL／PC教室

の申請も行わなければならない。PC利用を前提とした e−learning教材を採用

したのに、結局 CALL／PC教室の希望が叶えられず、普通教室用のテキストに

変更しシラバスも書き直さなくてはならないという経験をした教師も少なから

ずいるのではないだろうか。CheckLinkシステムでは、その様な心配無しにテ

キスト選定を行うことができるよう、普通教室での e−learning使用も想定し

たシステム・デザインを行なった。学習者が PC以外でも手持ちのスマート

フォン端末や、普通の携帯電話端末からも解答ができるように PC解答画面と

平行して携帯電話端末用のシンプルな解答画面もデザインした（図７）。教師

側も PCはもちろん手持ちのタブレット端末やスマートフォン端末から解答状

況を確認することを可能にした。ネットワークにおいては、Wi−Fi環境はもち

ろん、携帯電話電波環境でも軽快に動作するようなコンテンツ質量にしている

ので、CALL／PC教室の希望が叶えられなかったからといってテキストやシラ

バス変更をしなければならないような事態は生じない。PCや学内ネットワー

クとは全く無縁な普通教室でも CheckLinkを活用したデジタル学習環境で授

業をすることが十分可能であるようシステム・デザインを行なった。極端に言
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えば、携帯電話の電波さえ届けば、「晴れた日には教室やキャンパスを離れて

屋外で e−learningを活用した授業を」という授業環境があっても良いのでは

ないだろうか。これまで、「PC端末の性能や OSシステムや e−learning教材使

用に付随する様々なソフトウェアのバージョン、教室のネットワーク・インフ

ラ環境」等の数値環境条件に嫌になるほど縛られ、授業の主役を演じる一人で

あるはずの教師の存在がいつの間にか脇役になってしまっていた従来の複雑で

大掛かりな e−learningとは別の、「教師と学習者が共に主役として役割を演じ、

より良い授業内環境を一緒に作り上げる」シンプルで気軽な e−learning体験

を CheckLinkで可能にしていくことができればと願っている。

４．まとめ

小・中・高等学校へのデジタル教科書本格導入に向けて世の中の気運が高

まっている中で、なぜ今、大学で紙媒体テキストを拡張した形での e−learning

システムをわざわざ開発するのかと聞かれることが多い。それは、少なくとも

２０１４年現在の日本の英語教育の場において、デジタル教科書を中心としたフ

ルデジタルの授業環境を全ての学習者が享受できるようなインフラや教師の技

術がまだ整っていないからに他ならない。政府の号令により、紙媒体教科書が

急速かつ一斉にデジタル教科書に代わってしまい、教育の場に混乱や空白が生

じるという事態は避けなければならない。現在ある慣れ親しんだ紙媒体教科書

にデジタル拡張機能を付加し、必要な部分にだけデジタル環境を用い少しずつ

慣れておくことによって、いずれやってくるデジタル教科書にスムーズに対応

できる良い前準備になると考えている。そして、デジタル教科書が導入される

前にアナログとデジタルが上手く混合した環境に慣れ、それぞれの長所・短所

をしっかりと理解しておくことによって、たとえフルデジタル学習環境が到来

しても教師がデジタル学習環境の過度に不要な部分に気付き、必要に応じて自

らの判断によってアナログ学習環境との調整を上手くできるようになると考え
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ている。原島（２００９）は、「eラーニングの得意分野と集合学習の得意分野を

はっきり見極め、それぞれの特徴にあった学習形態を配分することで効果的な

学習が期待できる」と述べている。デジタル学習環境を導入することで、今ま

で上手く行っていた授業の流れを根本から変えていかなくてはならない様で

は、人間が上手くデジタルを利用しているとは言えないであろう。デジタル学

習環境と言うと、デジタルとそれを使用するはずの人間がどうしても対等であ

るかのようなイメージを受け敬遠してしまう教師も多い。実際、e−learning導

入によって授業という教師と学習者が相対しているせっかくの貴重な時間が損

なわれてしまっているというケースが少なからずあるのも事実である。教師・

学習者という人間（アナログ）があくまでも主役であって、必要で便利になる

と思われる部分にだけデジタル拡張を行っていくのだという姿勢を常に保つこ

とが教育の場では特に大切なのではないだろうか。

この様に、教育の場において人間とデジタルが対等の様な扱いになってし

まった原因の一つに、授業で利用する機器の大きさや融通性の無さがあると考

えられる。教育の場での PCというと、PC／CALL教室等の特定の教室に設置

され、足元の本体と学習者の顔が隠れてしまう程の大きなモニタがあり椅子に

座って必ずその場に縛られていなければならないので、学習者はどうしてもそ

の機器で「学習させられている」という受け身な姿勢になってしまいがちであ

る。これでは、教育利用においてデジタルとアナログに対等な感覚を心理的に

抱いてしまうのも仕方のない部分があるのかもしれない。大きいモニタが原因

で、教師と学習者あるいは学習者同士の授業内視界が物理的に遮られ個々が分

断され、授業が活性化されているとはとても言えない授業内環境になってし

まっている。しかし近年、幸いにも学習に利用可能な機器端末は急速に小型化

してきている。少なくとも授業内という学習環境下においては、e−learningは

そろそろ大袈裟で手間がかかりその扱いに振り回されてきた固定型やノート型

の PCを離れるべき時ではないだろうか。学習機器端末は、大きくともタブレッ
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ト端末を限界とし、人が普段通り肌身離さず体の一部のように持ち歩いている

携帯電話端末、あるいは今後登場することが予想される時計型（註５）や眼鏡型（註６）

という人体に密着したウェアラブル端末といった、人が気軽に扱い便利で身近

にある鉛筆やノート・消しゴム・単語帳のような数ある学習道具の中の一つに

過ぎなくなる時期に来たのではないだろうか。山内（２０１０）は、「デジタル教

材の「学びを支援する」というミームが、教育学の範疇を超え新しい社会の共

通知として広がっていってほしい。それが達成されたときこそ、情報化社会は

人間を疎外するものから、人間の可能性を広げる存在へと生まれ変わるだろ

う。」と述べている。

最後に、本研究者が CheckLinkシステムを考案し、「テキスト出版サイド・

システム開発サイド・教育サイド（本研究者）」の三者共同で開発・議論・検

証を重ね、こうして実際の授業運用に乗せるまでに２年以上の年月がかかった。

CheckLinkシステムは、「学習者・教師・紙媒体テキスト・デジタル学習環境」

の四者が、授業という同一の場所・時間の中で、どの要素も突出・欠落するこ

となくバランスよく成り立ち授業そのものを活性化していくシステムであるこ

とを目指してきたと同時に、より良い e−learning教材作成には欠かせない「出

版サイド・開発サイド・教育サイド」という三者の程良いバランスの上にも成

り立っているシステムであると実感している。これから、CheckLinkは数万部

のテキストで利用可能になっていくが、実際に使用した教師の率直な意見や要

望を取り入れ、一人でも多くの教師に「CheckLinkを使用して授業が活性化さ

れた」と喜んで貰える様なシステムにしていきたいと考えている。

註

（１）CheckLinkは、奥田裕司（福岡大学）・（株）金星堂・（株）正興 ITソリューション

により共同開発されたシステムである。福岡県 Ruby・コンテンツビジネス振興会
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議による２０１３年第５回フクオカ Ruby大賞・奨励賞受賞。

（２）Googleフォームは、Googleが無料で提供するサービスであり、「イベントの計画、

アンケートの送信、学生への小テストの出題、その他の情報収集を簡単かつ効率的

に行える便利なツール」である。

（３）Moodleは、インターネット上で授業用のWebページを作るためのオープンソー

ス・ソフトウェアであり、GNU（General Public License）に基づいて自由に配布さ

れている。

（４）（株）金星堂の CheckLinkシステムに対応した TOEIC対策テキスト『Beyond the

Basics of the TOEIC� Test－戦略的に学ぶ TOEIC�テストの基本』（塚田幸光・

Braven Smillie著）２１ページからの抜粋。

（５）体に身に付けられる程小型のいわゆるウェアラブル・コンピュータと呼ばれる次世

代型小型端末の一つである。２０１３年に韓国サムスン電子が発売し、現在 Apple社も

開発中であると言われている。

（６）体に身に付けられる程小型のいわゆるウェアラブル・コンピュータと呼ばれるもの

の中で現在最も普及可能性が高いとされている。代表的なものに Googleが開発し

ている Google Glassがあり、２０１４年３月現在世界中で開発者向けの製品テストが

行われ、同年中に一般消費者への販売がなされると見られている。
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